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彩の国プラチナ混声合唱団は今年も に出演します。 
この合唱祭は、4月15日から17日までの3日間にわたり、横浜みなとみらいホール・大ホールで行われます。今回の
出演は98団体、海外から韓国・ソウル特別市、台湾・台中市からの2団体が招待されています。今回も名立たる講
評者(↓)の方々が並んでいます。 
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埼玉からは、女声合唱団やまねこ、彩の国プラチ
ナ混声合唱団、混声合唱団｢音知｣、シンシアレグ
ラ、男声合唱団｢所沢メンネルコール｣の5団体が出
場します。 
 

彩の国プラチナ混声、 

今回も109人がエントリー 

彩の国プラチナ混声合唱団の募集は1月17日に
締め切られ、総勢109人の大合唱団となりました。
初めて結成したのは2017年の第9回ゴールデン
ウェーブに出場したときでした。それ以来コロナ禍で中
止されたのを除けば、連続出場しており、毎回100
人を超す参加者が集っています。1回目の練習が東
大宮コミュニティセンター・ホールで行われました。今
回の指導陣は以下の方々です。 

 
 

指揮： 小野瀬照夫（埼玉県合唱連盟理事長） 
ピアノ： 持田みどり（同理事） 
実行委員長： 小島嘉子（同顧問） 

 
 

無宗教レクィエム『鎮魂の賦』 

今回演奏する曲は、林望作詩／上田真樹作曲＜混声合唱とピアノのための組曲『鎮魂の賦』＞より、終曲の
｢春の日｣です。組曲の最後を飾る7分近い演奏時間の大曲といってよいでしょう。7回の練習を予定しており、作曲
家ご自身が練習にお出でいただけることにもなっています。 
『鎮魂の賦』は、1.時の逝く、2.家居

い え い

に、3.鎮魂の呪
じ ゅ

、4.死は安らかである、5.春の日の全5曲で構成されています。
この作品は、全日本合唱連盟・朝日新聞社主催、平成19年度合唱組曲作品公募(第18回朝日作曲賞)入選
作品で、林望が書き下ろした12篇の連作詩から5篇を選び組曲としたものです。 
一部初演が2007年、東京混声合唱団定演(指揮：大谷研二、ピアノ：篠田昌伸)、全曲初演2008年、同じく
東混(指揮：山田和樹、ピアノ：前田勝則)でした。 

 
楽譜冒頭に作曲者の思いがつぎのように書かれています。 
 

数年前、親しい友を亡くして悲嘆に暮れていたいたわたしのもとに、作家の林望先生

から電子メールと共に数編の詩が送られてきた。死して別れることは寂しい、けれども

それは決して嘆き悲しむべきことではないのだ、と語るそれらの詩は、その時のわたしの

心をふっと軽くしてくれた。 
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公式サイト click here 

世の中には多くのレクィエムがある。それらはキリスト教の死者のためのミサ曲であった

り、また、戦争で亡くなった死者のためのレクィエムであったりする。 

誰か特定の人のためのレクィエムではなく、何か特定の宗教のためのレクィエムでもな

い。死を悼むレクィエムではなく、温かい気持ちで死者の魂と心を通わせられるようなレ

クィエム。すべての人がどこか懐かしく思えるような、無宗教レクィエム。そういう鎮魂曲を

書いてみたい、そんな風に思いながら作曲した。 

2008年 10月 上田真樹 

 
わたしたちも「死を悼むレクィエムではなく、温かい気持ちで死者の魂と心を通わせられるようなレクィエム」
として心を込めて歌います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   
 彩の国プラチナ混声合唱団TOPへ HOME PAGEへ 

http://goldenwave.sakura.ne.jp/
http://rkato.sakura.ne.jp/music/sainokuni_platina_mixed_chorus_top.html
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/

